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個別 

 自力解決  

○ワークシートの絵や図を

利用して、いろいろな方

法を考える。 

グループ 

 練り合い  

○自分の考えを発表する。 

○友達の考えを、自分の考え 

 と比べながら聞く。 

個別 

 発展問題  

 

 

 

○数直線を使って考える。 

一斉 

本時のまとめ 

○学習を振り返って文に書く。 

 ・分かったこと 

 ・できるようになったこと 

次時の予告 

 問題の把握  

 

 

 

 

 

 

 本時のめあての確認  
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 「特定の課題に関する調査」結果報告(H18.7.14)では、「考える力」の中でも特に「自分なりの考えを図や式、言葉で説明する力」

「友達の式や図などから考え方をよみとる力」の定着度に課題があるとし、指導の改善の具体策として「根拠を明らかにしながら論理的

に筋道立てて説明させる指導の充実」をあげています。そして、「考える力」の育成を図るための授業改善の配慮事項として、「授業の

中に、児童自身が説明する場面を設ける」ことが、６点の具体的内容とともに示されています。 

 説明する場面をいくら用意しても、児童自身に自分の考え方や気付きがなければ、説明はままなりません。そこで、算数的活動を通し

て気付いたことや考えを、ノートやワークシートにまとめることが大切になります。自分の考えを絵や図、式や言葉に表すことを通し

て、考え方や求め方が整理され、論理的に考える力がついてきます。書く活動を踏まえることで、論理的に説明する活動はより効果を増

すと考えられます。 

 
言葉で書くことの効果 
 ノートを使う場合も同じですが、単に絵や図をかくだ 
けでなく、考え方を言葉にして書き表すことが大切です。 
 書くことによって右のような効果が考えられます。 

 小学校 ３年 算数科 ◇ 理由を明らかにし、導かれる結論を明確にして話す、聞き取る。 

◇ 理由を明らかにし、導かれる結論を明確にして書く。 

単元名 

本時の目標 ・２つの時刻を知って、その間の時間を求め方を考える。 

          （数学的な考え方、表現・処理） 

「時間と長さ」 

 

考えるためのヒントの用意 

多様な考え方をさせるためには、そのヒント

となる材料を与えることが大切です。 

この学習では、右のようなワークシートを用

意し、考えるための材料としました。 

＜ワークシートの内容＞ 

・ 時刻の入った時計の絵 

・ 針のない時計の絵 

・ 時計の文字盤と数直線の中間のもの 

・ 数直線 

 ヒントだけに限定されず、多様な考え方がで

きるように「その他の考え方」の欄も設けてあ

ります。 

本 時 
の流れ 展開１ まとめ 導入 展開２ 展開３ 

育成したい

国 語 力

まさ子さんは、午後１時４５
分に家を出て、午後２時２０分
に遊園地に着きました。 
 かかった時間はどれだけでし
ょう。 

時間を求めよう。 

・書くことで、自分の考えが確かめられる。 

・教師がその考えを取り上げられる。(仲介) 

・発表する時の手がかりとなる。 

 

多様な考え方のきっかけ作り 

自分の考えを発表することを恥

ずかしがる児童に、キャラクター

の吹き出しを書かすと、発言への

抵抗感をなくす効果があります。 

「あなたのワークシートの右下

の男の子はどんな考え方をしてい

ますか？」などと発問して、考え

たり、発表させたりすることで、

多様な考え方をするきっかけとす

ることができます。 

午前９時３０分から午後１時ま
での時間はどれだけでしょう。 

国語力育成の視点

なぜ、振り返りをかくのか？ 
 学習を振り返って文を書くというこ
とには、次のような意味があります。
＜児童にとっての意味＞ 
 ◇自分の成長の意識化 
 ◇自分自身の学びの振り返り 
 ◇次の学習への活用 
 ◇赤ペンでの支援による、関 
  心・意欲の向上 
 ◇メタ認知の育成 
＜教師にとっての意味＞ 
 ◇理解度や内面、変容の把握 
 ◇関心・意欲・態度、数学的 
  な考え方についての評価 
 ◇個に応じた具体的支援 
 ◇指導と評価の一体化 
 ◇授業改善 
 ※内容を分析して、コメントを書い
 たり、評価したりするなどの指導が
 大切です。 

× 話す・聞く書く 
考える 

教材等の例

視 点  ４視 点  ３

視 点  １ 

視 点  ２


